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選 奈良選ばれる奈良へへ!!
未来に価値をつなぐ持続可能な観光

　今、注目を集める「飛鳥・藤原の宮都」をはじめ、奈良への関心

は一層高まっています。国内外から訪れる観光客に奈良の魅力を

広く発信し、経済効果も含めた地域の活性化につなげるとともに、

歴史ある古都の自然や文化を守り、次世代へ継承していけるよう、

県では「稼ぐ観光・持続可能な観光」の推進に力を入れています。

デ
ー
タ
で
見
る
奈
良
の
観
光

奈良県を訪れる観光客は年々増加！

［ 観光入込客数 ］

［ 奈良県を訪れた訪日外客数 ］

9位
/21

4,362万人

約371万人

13位
/31

15位
/30

19位
/32

5位 7位 7位

20位
/36

6位

全国順位※

※全国順位／公表済み都道府県数（2025.8.31時点） 2023以降データなし
出典：奈良県「観光客動態調査」、観光庁「共通基準による観光入込客統計」

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」

コロナ禍のため国に
おいて都道府県別調
査が行われなかった
ためデータなし

全国順位

4,421万

258万

4,502万

350万

194万

2,623万 2,415万

3,266万

3,991万

314万

コロナ前と
同等レベルまで 回復。

全国順位は
一桁台へ 躍進!

外国人観光客数は
統計を取り始めて以来

最多に！

奈良観光の
今と未来を
ご紹介！

県観光経済課
山本貴能さん
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宿泊客数も増えています！

［ 外国人延べ宿泊客数 ］ ［ 延べ宿泊客数 ］

インバウンド消費額もUP!
［ インバウンド消費額 ］

着実に
順位向上！

さ
ら
な
る

活
性
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
！

飛
鳥
・
藤
原
の
古
墳
・
遺
跡

群
を
は
じ
め
、
大
河
ド
ラ
マ
「
豊

臣
兄
弟
！
」
ゆ
か
り
の
地
、『
万

葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
歌
枕
の
風

景
、
豊
か
な
自
然
に
抱
か
れ
た
歴

史
あ
る
神
社
や
寺
院
な
ど
、
奈
良

に
は
多
彩
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
客
数
も

２
０
２
４
年
に
は
４
３
０
０
万

人
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

迫
る
ま
で
回
復
。
近
年
の
課
題

は
、
県
内
で
の
宿
泊
が
少
な
く
、

観
光
消
費
額
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

こ
と
で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
県

内
の
宿
泊
客
数
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
額
と
も
に
右
肩
上
が
り
で
、

観
光
振
興
に
力
を
注
い
で
き
た
県

の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
つ
つ
あ

り
ま
す
。

観
光
へ
の
取
り
組
み

着
々
と
成
果
！

コロナ禍のため
調査未実施

295.4

210.5

265.3249

367億円

50万人 316万人

前年比前年比

前年比前年比

140%140%

124%124%

宿泊客数の増加で
消費額も 
大幅UP!

宿泊客数も
過去最多に！

県内に宿泊する
外国人観光客も
増加中!

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

出典：観光庁「インバウンド消費動向調査」
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も
っ
と
「
選
ば
れ
る
奈
良
」
へ
、
新
た
な
価
値
づ
く
り
を

奈
良
で
生
ま
れ
た
モ
ノ
を
通
じ
て

県
外
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

　

「
奈
良
の
ト
ビ
ラ
」
は
、
全
国

46
都
道
府
県
を
巡
回
し
、
奈
良
の

産
品
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

う
期
間
限
定
の
ア
ン
テ
ナ
ス
ト
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

奈
良
を
訪
れ
る
観
光
客
は
増
え

て
い
ま
す
が
、
訪
問
先
が
一
部
の

観
光
地
に
集
中
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
つ
な
が
り
に
く
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
こ
で
「
こ
ち
ら
か
ら
各
地

へ
出
向
き
、
新
た
な
出
会
い
を
つ

く
ろ
う
！
」
と
奈
良
在
住
の
編
集

者
や
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
2
0
2
3

年
に
始
動
し
、
翌
年
法
人
化
。
奈

　
好
調
に
推
移
す
る
奈
良
観
光
。
数
あ
る
人
気
観
光
地
の
中
で
も
、「
ぜ

ひ
奈
良
へ
行
き
た
い
」「
や
っ
ぱ
り
奈
良
が
好
き
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
官
民
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
県
民
か
ら
観
光
客
ま
で
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
す
る

「
奈
良
の
ト
ビ
ラ
」
の
徳
永
祐
巳
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

良
の
魅
力
を
知
る
入
り
口
に
な
れ

ば
と
の
願
い
を
込
め
、「
奈
良
の

ト
ビ
ラ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

ア
ン
テ
ナ
ス
ト
ア
で
は
、単
な
る

販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
り
手
の

思
い
や
背
景
を
伝
え
、
奈
良
を
継

続
的
に
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ

ン
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
出
店
・
イ
ベ
ン
ト
で

地
元
の
魅
力
を
再
発
見

　

一
方
で
、
奈
良
の
人
に
と
っ
て

は
、
歴
史
や
文
化
が
身
近
す
ぎ
る

か
ら
こ
そ
、
そ
の
価
値
に
気
づ
き

に
く
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
県

民
に
も
奈
良
の
魅
力
を
再
認
識
し

て
も
ら
お
う
と
、
県
内
で
も
出
店

や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
城
宮
い
ざ
な
い
館
（
平
城
宮

跡
歴
史
公
園
内
）
の
常
設
店
舗
で

は
、
奈
良
漬
や
そ
う
め
ん
、
奈
良

晒さ
ら
しの
布ふ

巾き
ん

、
靴
下
、
歴
史
モ
チ
ー

フ
の
雑
貨
な
ど
を
販
売
。
昔
な
が

ら
の
特
産
品
に
今
風
の
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
商
品
が
好
評
で
す
。
月

例
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
奈
良
産
の
茶

葉
を
使
っ
た
和
紅
茶
ブ
レ
ン
ド

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
寺
院
の
文

化
財
修
理
・
保
存
に
関
す
る
講
演

な
ど
、
多
彩
な
切
り
口
で
奈
良
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

横
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て

〝
オ
ー
ル
奈
良
〟
を
目
指
す

　

奈
良
の
39
市
町
村
は
地
域
の
特

性
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
面
白
い

活
動
を
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。一
方
で
、
地
域
や
分
野
を

ま
た
ぐ
交
流
や
連
携
は
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

者
が
連
携
し
、
〝
オ
ー
ル
奈
良
〟

で
奈
良
の
魅
力
が
さ
ら
に
多
く
の

人
へ
届
く
よ
う
、
私
た
ち
も
力
を

尽
く
し
た
い
で
す
。

奈良で生まれた商品や体験を
通じて、人と人がつながる場を
創出します！

10月24日（土）・25日（日）
県庁周辺にてイベント開催

人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
つ
な
い
で

奈
良
生
ま
れ
の
モ
ノ
と
情
報
を
全
国
へ
！

左から、メンバーの福田彩乃さん、生駒あさみさん、徳永祐巳子さん、岡下浩二さん。

常設店舗には県産の
商品が数多く並びます。

▲ �これまでに15都府県
を巡り、今年2月には
香川県高松市で開催。

平城宮いざない館での
講演の様子。

▲

奈良のトビラ
H P はこちら
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持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
観

光
は
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
拡
大
を
通
じ
て
、
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
の
実
現
を
可
能
に
す
る
地
域
活
性
化
の

切
り
札
で
す
。
地
域
の
魅
力
に
触
れ
、
文
化
・

歴
史
な
ど
を
学
び
、
理
解
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
経
済
を
支
え
、
雇
用
や
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
す
な
ど
、
経
済
的
・
社
会
的

観
点
か
ら
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
観
光
を
単
に
人
を
呼
び
込
む

手
段
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
、
訪
れ
る
人
と
地
域
が
と
も
に

価
値
を
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
へ
と
進
化
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
観
光
消
費
を

地
域
に
し
っ
か
り
と
循
環
さ
せ
る
と
と
も
に
、

観
光
客
と
住
民
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
文
化

財
や
景
観
、
自
然
環
境
、
地
域
の
暮
ら
し
を

守
り
な
が
ら
共
に
恩
恵
を
受
け
る
持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、「
稼
ぐ
（
観
光
消
費
を
増
や
す
）
」

「
守
る
（
文
化
や
景
観
を
守
る
）
」「
繋
ぐ

（
地
域
や
伝
統
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
）
」
と
い
う

好
循
環
を
生
み
出
す
、
持
続
可
能
な
観
光
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

地域・伝統

文化・景観

観光消費

繋ぐ 稼ぐ

守る

観光を通じて人と地域、
産業、伝統文化を結び、
地域コミュニティーの維
持・活性化と次世代へ
の継承を図る。

地域に人とお金の流れ
を生み出し、観光産業の
発展と新たななりわい
の創出につなげる。

観光によって得られる
収益や定住・交流人口
の拡大により、地域の
文化や景観の保全につ
なげる。

奈良観光の
未来を創る
ビジョンです！

奈
良
県
の
観
光
の
可
能
性
と
未
来

問  �県観光経済課　☎ 0742-27-8435  FAX  0742-27-1065
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